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定常負荷試験を測定する．6MWT と ISWT は，呼吸リハビリテーションマニュアルの手順に準じ
て，一度の練習を行った後に検査を実施し，歩行距離を測定した．CPX は自転車エルゴメータを
使用し，0 Watt で 3 分間のウォーミングアップ後に，毎分 10 Watt のランプ負荷法による症候限
界性で行い，最高酸素摂取量と最高仕事量を算出した．定常負荷試験は，自転車エルゴメータ







歳で男性 70 例，女性 11 例であった．運動負荷試験の結果では，6MWT の歩行距離は
552.8±142.5m， ISWT の歩行距離は 501.0±204.6m であり，CPX で得られる peak VO2 は
850.5±350.0ml/min，peak Watt は，76.8±28.5W で，定常負荷試験の運動持続時間は，
422.8±235.4 秒であった．運動負荷試験中の最低 SpO2 の検討では，6MWT は 81.4±9.9%，
ISWT は 82.3±8.2%，CPX は 86.8±6.3%，定常負荷試験は 86.8±7.0%となり，6MWT と ISWT
が CPX と定常負荷試験より有意に低値であった(p<0.05)．6MWT と ISWT の間では差を認めず，
CPX と定常負荷試験の間では差を認めなかった(図 1)．また，最低 SpO2 が 88%未満に低下した
者は，6MWT で 53 例（65.4%），ISWT で 54 例 (66.7%)，CPX で 38 例 (46.9%)，定常負荷試験で
37 例 (45.7%)であった．運動負荷試験終了時の呼吸困難感の検討では，定常負荷試験は
7.2±2.3，CPX は 6.7±2.4，ISWT は 6.0±2.2，6MWT は 5.2±2.4 の順に有意に高度であった
(p<0.05)．また，運動負荷試験終了時の下肢疲労感の検討では，定常負荷試験は 7.2±2.3，
CPX は 6.3±2.8，ISWT は 4.7±2.8，6MWT は 3.7±2.8 の順に有意に高度であった(p<0.05)． 
考察：6MWT と ISWT は歩行試験で，CPX と定常負荷試験は自転車エルゴメータなどの運動形
態の違い，他にセルフペースと外部コントロールの運動負荷量の調節の仕方や，漸増負荷やラン
プ負荷，定常負荷などの運動負荷量のかけ方の違いが今回の結果に影響したと考えられた． 
結語：4 種の運動負荷試験の中で，最低 SpO2 が強く現れたのは 6MWT と ISWT であった．定常
負荷試験は，CPX や 6MWT，ISWT より運動終了時の症状が最も強く現れた． 
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